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自動車塗装工程における CO2 削減に貢献する「塗料転写シート」を開発 

 

 積水化学工業株式会社（代表取締役社長：加藤敬太、以下「当社」）の高機能プラスチックスカン

パニー（プレジデント：清水郁輔）は、テープ製造などで培った材料設計・配合・成膜技術を活用し、

自動車塗装工程でのＣＯ２削減に貢献可能な「塗料転写シート」を開発しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   「塗料転写シート」を使用したモック 

 

１．開発の背景 

自動車の製造工程におけるＣＯ２排出量の内訳は塗装工程が約 20％と最も多く、自動車産業に

おけるカーボンニュートラルの達成に向けて大きな課題となっています。当社は長年にわたりテー

プ製造技術や素材配合技術を培ってきました。これらの技術を応用して塗料をシート化し、塗装工

程を通さず転写により塗装を実現する技術を開発しました。この技術は塗装の品質を保ちつつ、カ

ーボンニュートラルの実現に向けた解決策の一つになると考えています。 

 

２．塗料転写シートの特徴 

・当社独自技術で膜化した塗料（塗料層）を転写フィルムと支持フィルムで挟んだ構成（図１） 

・塗料層の厚みは通常塗装と同じ数十μm 

・ロール状態で保管可能（図２） 

・塗料層には、さまざまな塗料が適用可能 

※開発品の塗料層は、自動車外装で実績のある熱硬化塗料を当社でアレンジしたものであり、 

新車塗料と同等の硬化条件で自動車外装スペックを満たします（表１）。 

 



 

 

 

 

 

 

 

   図１ 塗料転写シートの基本構成           図２ ロール状態の製品形態 

 

   

表１ 塗料転写シートの性能比較 

 

【塗料転写プロセス】 

 

 

 

※塗料層は粘着性があり、粘着テープのように貼り付けることができます。ラッピングフィルムの 

ように手で貼ることも可能ですが、真空成形も可能です（図３）。 

また、TOM (Three dimension Overlay Method)にも対応可能です。 

 

 

 

 

 

 

図３ 真空成形により制作したモック 
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【本技術の効果】 

近年、ルーフ色がボディ色と異なるツートンカラー車が人気となっています。このツートンカラー

車は塗装ラインを１色目と２色目で２回通して製造します。塗料転写シートを２色目としてルーフに

適用すれば CO2 排出量をおおよそ半減させることが可能となります（図４）。さらに、マルチトーンや

個性的なライン意匠など複数回の塗装を繰り返すデザインでは、削減率はより高くなります。 

 

図４ ツートン塗装によるＣＯ２削減イメージ（当社計算） 

 

３．今後の展望 

 塗料転写シートは、2026 年の上市を計画しており、現在、量産技術および貼付け技術の確立に

向けた取り組みを行っています。また、低温硬化技術の設計を進め、より耐熱性の低い樹脂製被

塗物にも塗装対象を広げ、自動車製造におけるＣＯ２削減という社会課題の解決を図ります。 

 

 

 

＜本件についてのお問い合わせ先＞ 

■報道関係の皆様 

積水化学工業株式会社 コーポレートコミュニケーション部 広報グループ  

Email： kouhou@sekisui.com 

 

■報道関係以外のお客様 

同 高機能プラスチックスカンパニー モビリティ戦略室    

Email： sekisui-mobility-pr@sekisui.com  


